
春日校区のみなさまへ

プラスチック一括回収実証実験へのご協力のお願い

実証実験を行う期間

期間中のプラスチックの出し方

[問い合わせ先] 熊本市環境局 ０９６ー３２８ー２３５９

従来のプラスチック製容器包装とプラスチック製品をまとめて透明袋
（４５ℓ以内）に入れて「プラスチック製容器包装」の収集日（毎週金曜日）
に出してください。

令和６年８月１日(木)～９月３０日(月)
※回収日： ２日,９日,１６日,２３日,３０日

６日,１３日,２０日,２７日

８月

９月

よくあるご質問

Ｑ

Ａ

なぜプラスチック製容器包装とプラスチック製品をまとめて出す
のですか？実証実験を行う目的は？

現在、熊本市はプラスチック製品をごみとして燃やしていますが、ごみを減らす
ためリサイクルに取り組む必要があり、その方向性を検討するための実験です。

Ｑ

Ａ

プラスチックで透明袋（45ℓ以内）に入らないものはどうすれば
いいですか？

大型ごみとして収集できるものは、ごみゼロコール（0570-00-5374）に収
集を申し込んでください。※市では収集できないものもあります。

Ｑ

Ａ

出してはいけないプラスチック製品はどのようなものですか？

発火の恐れがある電池類が内蔵されているもの、ケガのおそれがある注射器な
どは出さないでください。

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

土がついたプランターや、シールなどが付いているものも出して
いいですか？

不純物が付着していると、リサイクルに支障が出ることがあります。水で軽く洗
うなど、可能な限り不純物を除去して出してください。

集めたプラスチックはどのようにリサイクルされますか？

回収したプラスチック製品は、民間の選別施設で選別したあと、リサイクル事業
者へ引渡し、プラスチックの原料等に再資源化する予定です。

Ｑ

Ａ

実証実験が終了した後のプラスチックはどのように出したらいい
ですか？
今回の実証実験は、令和6年8月1日から9月30日までです。終了後は、従来ど
おり、プラスチック製容器包装と分けて、プラスチック製品は、燃やすごみの指
定収集袋に入れ、「燃やすごみの日」に出してください。

✓詳しくは裏面をご覧ください。

一緒の袋にまとめて出す

従来のプラスチック製容器包装

燃やすごみとして出している
プラスチック製品

重要
熊本市からのお知らせ

燃 や す ご み

（大）
C熊本市指定収集袋

・ルール違反ごみ（分別なし、収集日時
ちがい）は収集しません。

Ｑ

Ａ

プラスチック製品を従来どおり燃やすごみとして出してしまった
場合、収集しないのですか？

実証実験期間中に、燃やすごみの日に、燃やすごみの指定収集袋に入れて出さ
れたプラスチック製品は、従来どおり燃やすごみとして収集します。



プラスチック製であり、透明袋（45ℓ以内）に入るもの
商品を入れてあったもの（容器）や

包んであった（包装）プラスチック製のもの

以下のものは回収できません！

ペットボトルの
ふたやラベルたまごのパック

プリンやゼリー
などのカップ容器

野菜・お菓子などの
ふくろ

魚や肉などの
トレイ容器

発泡スチロール

プラスチック製の
歯ブラシ・コップ

ボールペン
プラスチック製の

バケツ・食品保存容器

プラスチック製の
スプーン等

プラスチック製の
おもちゃ

芯は抜いてください

ねじなどの金属や電池は除いてください

洗剤の容器
ＤＶＤ・プラスチック製の

ＤＶＤケース

イラスト出典：経済産業省ウェブサイト（URL：https://www.meti.go.jp/policy/recycle/main/data/illust/index.html）、いらすとや

電池が取り外せない
小型家電製品類 ライター

電池類・充電式タバコ

⇒特定品目へ

小型家電製品類

カミソリ

⇒埋立ごみへ

透明袋（45ℓ以内）に入ら
ないもの ⇒「大型ごみ」
（0570-00-5374）へ

判断に困るときは、廃棄物計

画課（096-328-2359） に

お問い合わせください。

その際、今回の実証実験は春

日校区のみで実施していま

すので、実証実験に

ついてのお尋ねで

あることをお知ら

せください。

マークが
ついているもの
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